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１．平成20年３月期第３四半期の連結業績（平成19年４月１日　～　平成19年12月31日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第３四半期 48,684 △2.0 5,292 86.8 5,874 66.8 4,713 180.8

19年３月期第３四半期 49,684 3.3 2,833 6.1 3,522 73.8 1,678 4.0

19年３月期 66,296 － 3,109 － 4,088 － 2,020 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭 円 銭

20年３月期第３四半期 32,685 37 －  

19年３月期第３四半期 11,638 19 －  

19年３月期 14,009 87 －  

(2）連結財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第３四半期 42,435 19,094 43.4 127,662 65

19年３月期第３四半期 40,223 14,126 33.8 94,240 41

19年３月期 38,667 14,416 35.8 96,061 51

(3）連結キャッシュ・フローの状況  

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年３月期第３四半期 4,952 △2,015 △3,021 6,706

19年３月期第３四半期 5,225 △959 △1,553 7,146

19年３月期 6,272 △1,578 △2,288 6,846

２．配当の状況

１株当たり配当金

（基準日） 第１四半期末 中間期末 第３四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

19年３月期 －  －  －  2,000 00 2,000 00

20年３月期（実績） －  －  －  －  
2,000 00

20年３月期（予想） －  －  －  2,000 00

３．平成20年３月期の連結業績予想（平成19年４月１日　～　平成20年３月31日）

 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,100 △1.8 4,100 31.9 4,700 14.9 2,300 13.8 15,947 64
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４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2）四半期連結財務諸表の作成基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　中間連結財務諸表作成基準

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　有

（注）詳細は、13、14ページ「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧下さい。

(4）会計監査人の関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　有

　四半期財務諸表については、東京証券取引所の「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示等に関する規則の取

扱い」の別添に定められている「四半期財務諸表に対する意見表明に係る基準」に基づく意見表明のための手続きを

受けております。

５．個別業績の概要（平成19年４月１日　～　平成19年12月31日）

(1）個別経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年３月期第３四半期 45,778 △0.5 4,346 143.2 4,769 97.8 4,117 265.0

19年３月期第３四半期 46,002 △0.3 1,787 △29.6 2,411 △12.7 1,127 △13.6

19年３月期 61,531 － 1,894 － 2,759 － 1,214 －

１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭

20年３月期第３四半期 28,550  02

19年３月期第３四半期 7,820 92

19年３月期 8,422 07

(2）個別財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年３月期第３四半期 37,467 15,732 42.0 109,084 44

19年３月期第３四半期 35,320 11,763 33.3 81,568 09

19年３月期 33,337 11,771 35.3 81,618 66

６．平成20年３月期の個別業績予想（平成19年４月１日　～　平成20年３月31日）

 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 61,200 △0.5 3,000 58.4 3,400 23.2 1,600 31.7 11,094 01

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　通期の業績予想につきましては、平成19年11月14日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につき

ましては、本日（平成20年１月30日）別途公表しております「業績予想の修正及び特別損失の計上について」をご参

照下さい。

　上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる結果となる可能性があります。上記業績予想のご利用にあたっては、４ページの「【定性的情報・

財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

  当四半期におけるわが国経済は、米国に端を発したサブプライムローン問題や原油高を背景とした商品市況の高騰

を受け、一部に景気停滞の様相を呈してき始めたものの、引き続き好調な企業収益に支えられた設備投資の増加や雇

用環境の改善がみられ、個人消費も底堅さを維持しております。薄型デジタルテレビに代表されるデジタル受信機の

普及台数も平成19年12月末で3,200万台を超え、平成23年のアナログ放送終了に向けてBSデジタル放送の視聴世帯も確

実に拡大しております。

　このような環境下、当四半期の加入推進は、前連結会計年度下半期に実施し、解約件数を増加させた一因となった

視聴料の割引キャンペーンを中心とした「価格」の訴求施策を控え、「番組」を訴求することを中心とした加入推進

策への転換を推進、「上質にこだわる」をキーワードに映画、海外ドラマやオリジナルの番組の充実に注力するなど

「番組」を強化し、その良さを徹底して訴求することで加入獲得及び解約抑制を図ってまいりました。

　その結果、当四半期の新規加入件数は、401,858件（前年同期比1.0%増、内BSデジタル312,642件）、解約件数は

387,781件（同19.2%増、内BSデジタル210,076件）となり、新規加入から解約を差し引きました正味加入件数は14,077

件の増加（前年同期に比べ58,326件の減少）となりました。BSアナログ契約からBSデジタル契約への移行は113,153件

（前年同期比5.5%減）となり、当四半期末の累計正味加入件数は2,447,662件（同0.3%減、内BSデジタル1,380,588件）

となりました。デジタル加入が前年同期に比べ282,330件増加し、全加入件数に占める割合が44.7%から56.4%となりま

した。

　また、テレマーケティング関連につきましては、コールセンター業務、顧客管理業務等を行っている連結子会社の

株式会社ＷＯＷＯＷコミュニケーションズが、新規クライアントの獲得と業務の見直しによる効率化を進めました。

当四半期連結会計期間における収支の状況は、前年同期に比べてデジタル加入者が増加したこと等により有料放送収

入は増加しましたが、前年同期に開局15周年記念事業関連の収入があったため付帯事業収入が減少したこと等により、

営業収益は486億84百万円と前年同期に比べ９億99百万円（2.0％）の減収となりました。営業利益は有料放送収入の

増加による利益増に加え、経費の効率的な投下による営業費用の減少により、52億92百万円と前年同期に比べ24億58

百万円（86.8％）の増益となりました。営業外損益におきまして為替差益３億49百万円（前年同期比38.4％減）を計

上したこと等により、経常利益は58億74百万円と前年同期に比べ23億52百万円（66.8％）の増益になりました。また、

特別損益におきまして投資有価証券評価損等の特別損失６億50百万円（前年同期比48.9％減）を計上し、四半期純利

益は47億13百万円と前年同期に比べ30億35百万円（180.8％）の増益となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

　当四半期連結会計期間末の資産は、424億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億67百万円の増加となりまし

た。これは主に、番組勘定の増加により、流動資産が37億77百万円増加したことによるものです。

　負債につきましては、233億40百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億10百万円の減少となりました。これは主

に、買掛金は増加しましたが、１年以内返済予定の長期借入金及び前受収益等の減少により、流動負債が４億14百万

円減少となり、また、長期未払金等の減少により、固定負債が４億95百万円減少したことによるものであります。

　純資産につきましては、190億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ46億78百万円の増加となりました。これは

主に、利益剰余金の増加によるものであります。

(2) キャッシュ・フローの状況

　当四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ１億

39百万円減少し、67億６百万円となりました。

　当四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当四半期連結会計期間における営業活動の結果得られた資金は49億52百万円（前年同期比２億73百万円減）となり

ました。これは主に、税金等調整前中間純利益52億24百万円、減価償却費15億17百万円、仕入債務の増加額40億83百

万円、番組放送権等のたな卸資産の増加額39億46百万円及び視聴料等の売上債権の増加額16億63百万円等によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当四半期連結会計期間における投資活動の結果使用した資金は20億15百万円（前年同期比10億56百万円増）となり

ました。これは主に、有形固定資産の取得による支出15億46百万円及び無形固定資産の取得による支出４億92百万円

等によるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当四半期連結会計期間における財務活動の結果使用した資金は30億21百万円（前年同期比14億67百万円増）となり

ました。これは主に、長期借入金返済による支出21億円、割賦支払による支出４億65百万円及び配当金の支払２億88

百万円等によるものであります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　当社グループは引き続きデジタルでの加入推進に軸足を置き、ハイビジョンや5.1chサラウンド・ステレオ放送など

デジタル放送の特長がより楽しめる番組やオリジナルの番組を充実してまいります。「上質にこだわった」番組作り、

編成展開に注力し、「番組」の良さを徹底して訴求することで加入獲得及び解約抑制を図ってまいります。

　１月には、好評の海外ドラマをより多くの視聴者の方にアピールするため、平日の23時帯に毎日放送し、またドキュ

メンタリーなど新ジャンルの番組を導入するなど大幅な改編を実施いたしました。また、２月からはスカパー！(注)

のパック料金「よくばりパック」及び「えらべる１５」にＷＯＷＯＷを加えた組み合わせ販売を開始いたします。こ

れは昨年７月に導入したサッカーセットとの組み合わせ販売に次ぐものです。

　なお、平成20年４月から適用される「棚卸資産の評価に関する会計基準（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 

企業会計基準第９号）」を当連結会計年度より早期適用いたします。対象となる棚卸資産は、番組勘定、貯蔵品（デ

コーダ）で、早期適用による特別損失11億円を平成20年３月に計上する見込みです。

　以上により、平成20年３月期末の累計正味加入件数は、242万件（前期比0.6％減）を見込んでおります。平成20年

３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の連結の業績見通しは、営業収益651億円（同1.8％減）、営業利益

41億円（同31.9％増）、経常利益47億円（同14.9％増）、当期純利益23億円（同13.8％増）を見込んでおります。

 

（注）「スカパー！」は株式会社スカイパーフェクト・コミュニケーションズが東経124度/128度の衛星で提供してい

る多チャンネンル有料放送サービスです。当社は平成18年12月からスカパー！330chにてアナログＷＯＷＯＷで行って

いる編成と同一の放送サービスを行っております。
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４．四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

科目

前第３四半期
連結会計期間末

平成18年12月31日現在

当第３四半期
連結会計期間末

平成19年12月31日現在

前連結会計年度
要約連結貸借対照表
平成19年３月31日現在

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金  7,146  6,706  6,846  

２．売掛金  2,676  2,765  2,607  

３．番組勘定  11,448  14,816  10,741  

４．貯蔵品  456  214  342  

５．その他  1,229  1,007  1,176  

貸倒引当金  △82  △78  △60  

流動資産合計  22,874 56.9 25,431 59.9 21,654 56.0

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産 ※1,2       

(1）放送衛星  664  0  518  

(2）建物及び構築物  2,047  1,876  1,991  

(3）機械及び装置  1,637  2,088  1,519  

(4）その他  1,433  1,121  1,386  

有形固定資産合計  5,783 14.4 5,085 12.0 5,415 14.0

２．無形固定資産        

(1）借地権  5,011  5,011  5,011  

(2）ソフトウェア  784  1,099  775  

(3）その他  158  79  108  

無形固定資産合計  5,954 14.8 6,190 14.6 5,894 15.2

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券  4,738  4,777  4,753  

(2）その他  1,607  1,684  1,684  

貸倒引当金  △735  △735  △735  

投資その他の資産合計  5,610 13.9 5,727 13.5 5,703 14.8

固定資産合計  17,349 43.1 17,003 40.1 17,013 44.0

資産合計  40,223 100.0 42,435 100.0 38,667 100.0
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科目

前第３四半期
連結会計期間末

平成18年12月31日現在

当第３四半期
連結会計期間末

平成19年12月31日現在

前連結会計年度
要約連結貸借対照表
平成19年３月31日現在

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金  7,735  11,233  7,160  

２．１年以内返済予定の長期借入金 ※２ 2,600  －  2,100  

３．未払費用  2,954  2,809  2,720  

４．前受収益  7,543  5,785  7,281  

５．賞与引当金  72  71  121  

６．その他  2,873  1,701  2,632  

流動負債合計  23,780 59.1 21,600 50.9 22,015 56.9

Ⅱ　固定負債        

１．長期未払金  900  471  844  

２．退職給付引当金  842  928  862  

３．役員退職慰労引当金  271  152  302  

４．その他  302  187  226  

固定負債合計  2,317 5.8 1,740 4.1 2,235 5.8

負債合計  26,097 64.9 23,340 55.0 24,251 62.7

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金  5,000 12.4 5,000 11.8 5,000 12.9

２．資本剰余金  2,738 6.8 2,738 6.4 2,738 7.1

３．利益剰余金  5,705 14.2 10,473 24.7 6,047 15.6

株主資本合計  13,444 33.4 18,211 42.9 13,786 35.6

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差額金  △274 △0.7 △91 △0.2 △297 △0.8

２．繰延ヘッジ損益  421 1.1 291 0.7 365 1.0

評価・換算差額等合計  147 0.4 200 0.5 68 0.2

Ⅲ　少数株主持分  534 1.3 682 1.6 562 1.5

純資産合計  14,126 35.1 19,094 45.0 14,416 37.3

負債純資産合計  40,223 100.0 42,435 100.0 38,667 100.0
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(2）四半期連結損益計算書

科目

前第３四半期
連結会計期間

自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期
連結会計期間

自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
要約連結損益計算書
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　営業収益  49,684 100.0 48,684 100.0 66,296 100.0

Ⅱ　営業費用        

１．事業費  28,077 56.5 25,286 51.9 37,658 56.8

２．販売費及び一般管理費 ※１ 18,773 37.8 18,105 37.2 25,528 38.5

営業費用合計  46,850 94.3 43,392 89.1 63,187 95.3

営業利益  2,833 5.7 5,292 10.9 3,109 4.7

Ⅲ　営業外収益        

１．受取利息  85  64  111  

２．持分法による投資利益  89  154  126  

３．為替差益  567  349  792  

４．その他  40  43  66  

営業外収益合計  782 1.6 611 1.2 1,097 1.7

Ⅳ　営業外費用        

１．支払利息  67  18  83  

２．支払手数料  11  3  15  

３．その他  15  7  19  

営業外費用合計  93 0.2 28 0.1 117 0.2

経常利益  3,522 7.1 5,874 12.0 4,088 6.2

Ⅴ　特別損失        

１．固定資産除却損 ※２ 59  44  66  

２．投資有価証券評価損  38  337  61  

３．減損損失  ※３ 75  269  115  

４. 貸倒引当金繰入額 ※４ 735  －  735  

５．事業撤退損 ※５ 366  －  366  

特別損失合計  1,274 2.6 650 1.3 1,345 2.1

税金等調整前四半期（当期）純利益  2,247 4.5 5,224 10.7 2,743 4.1

法人税、住民税及び事業税  446 0.9 297 0.6 658 1.0

法人税等調整額  △25 △0.1 85 0.2 △111 △0.2

少数株主利益  148 0.3 127 0.2 175 0.3

四半期（当期）純利益  1,678 3.4 4,713 9.7 2,020 3.0

        

㈱ＷＯＷＯＷ（4839）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 7 －



(3）四半期連結株主資本等変動計算書

前第３四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高（百万円） 5,000 2,738 4,464 12,202

当四半期中の変動額

剰余金の配当（注） － － △432 △432

役員賞与(注) － － △4 △4

四半期純利益 － － 1,678 1,678

株主資本以外の項目の当四半期中の

変動額（純額）
－ － － －

当四半期中の変動額合計（百万円） － － 1,241 1,241

平成18年12月31日残高（百万円） 5,000 2,738 5,705 13,444

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額等合
計

平成18年３月31日残高（百万円） △197 － △197 394 12,399

当四半期中の変動額

剰余金の配当(注) － － － － △432

役員賞与(注) － － － － △4

四半期純利益 － － － － 1,678

株主資本以外の項目の当四半期中の

変動額（純額）
△76 421 344 140 485

当四半期中の変動額合計（百万円） △76 421 344 140 1,726

平成18年12月31日残高（百万円） △274 421 147 534 14,126

(注)平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当第３四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成19年３月31日残高（百万円） 5,000 2,738 6,047 13,786

当四半期中の変動額

剰余金の配当 － － △288 △288

四半期純利益 － － 4,713 4,713

株主資本以外の項目の当四半期中の

変動額（純額）
－ － － －

当四半期中の変動額合計（百万円） － － 4,425 4,425

平成19年12月31日残高（百万円） 5,000 2,738 10,473 18,211

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額等合
計

平成19年３月31日残高（百万円） △297 365 68 562 14,416

当四半期中の変動額

剰余金の配当 － － － － △288

四半期純利益 － － － － 4,713

株主資本以外の項目の当四半期中の

変動額（純額）
206 △74 132 120 252

当四半期中の変動額合計（百万円） 206 △74 132 120 4,678

平成19年12月31日残高（百万円） △91 291 200 682 19,094
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前連結会計年度の要約連結株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

平成18年３月31日残高（百万円） 5,000 2,738 4,464 12,202

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当（注） － － △432 △432

役員賞与(注) － － △4 △4

当期純利益 － － 2,020 2,020

株主資本以外の項目の連結会計年度

中の変動額（純額）
－ － － －

連結会計年度中の変動額合計（百万円） － － 1,583 1,583

平成19年３月31日残高（百万円） 5,000 2,738 6,047 13,786

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額等合
計

平成18年３月31日残高（百万円） △197 － △197 394 12,399

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当(注) － － － － △432

役員賞与(注) － － － － △4

当期純利益 － － － － 2,020

株主資本以外の項目の連結会計年度

中の変動額（純額）
△100 365 265 167 433

連結会計年度中の変動額合計（百万円) △100 365 265 167 2,016

平成19年３月31日残高（百万円） △297 365 68 562 14,416

(注)平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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(4）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

科目

前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー    

１．税金等調整前四半期（当期）純利益 2,247 5,224 2,743

２．減価償却費 1,660 1,517 2,380

３．貸倒引当金の増加額 745 17 723

４．賞与引当金の増加額又減少額（△） △45 △50 3

５．退職給付引当金の増加額 37 65 58

６．役員退職慰労引当金の増加額
又は減少額（△）

31 △149 62

７．受取利息及び受取配当金 △90 △70 △116

８．支払利息 67 18 83

９．為替差損益 △37 55 △43

10．持分法による投資損益 △89 △154 △126

11．固定資産除却損 59 44 66

12．投資有価証券評価損 38 337 61

13．減損損失 75 269 115

14. 事業撤退損 － － 162

15．売上債権の増加額（△） △2,274 △1,663 △2,428

16．たな卸資産の増加額（△）又は減少額 2,592 △3,946 3,353

17．仕入債務の増加額又は減少額（△） △1,111 4,083 △1,726

18．未払消費税等の増加額又は減少額（△） △154 61 △155

19．その他資産の増加額（△）又は減少額 1,127 △68 1,042

20．その他負債の増加額 453 65 120

小計 5,334 5,656 6,383

21．利息及び配当金の受取額 90 70 116

22．利息の支払額 △51 △26 △84

23．法人税等の支払額 △147 △748 △141

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,225 4,952 6,272

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー    

１．有形固定資産の取得による支出 △732 △1,546 △1,207

２．無形固定資産の取得による支出 △228 △492 △347

３．投資有価証券の取得による支出 － － △25

４．投資有価証券の売却による収入 － 0 －

５．のれんの譲渡による収入 － 22 －

６．貸付による支出 △0 △0 △0

７．貸付金回収による収入 2 1 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △959 △2,015 △1,578
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科目

前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー    

１．割賦代金の支払による支出 △473 △465 △658

２．長期借入金返済による支出 △500 △2,100 △1,000

３．ファイナンス・リース債務の返済による支出 △141 △160 △190

４．配当金の支払額 △432 △288 △432

５．少数株主に対する配当金の支払額 △6 △6 △6

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,553 △3,021 △2,288

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 37 △55 43

Ⅴ　現金及び現金同等物の増加額又は減少額（△） 2,749 △139 2,449

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 4,396 6,846 4,396

Ⅶ　現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 7,146 6,706 6,846
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四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 
前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．連結の範囲に関する事項    

(1）連結子会社 ㈱ＷＯＷＯＷコミュニケーション

ズ、㈱ＷＯＷＯＷマーケティング、

㈱ＣＳ－ＷＯＷＯＷの３社であり

ます。

なお、㈱ＷＯＷＯＷコミュニケー

ションズは、平成18年６月29日に

㈱ワウワウ・コミュニケーション

ズから商号を変更しております。

㈱ＷＯＷＯＷコミュニケーション

ズ、㈱ＷＯＷＯＷマーケティング

の２社であります。

㈱ＷＯＷＯＷコミュニケーション

ズ、㈱ＷＯＷＯＷマーケティング

の２社であります。

なお、㈱ＷＯＷＯＷコミュニケー

ションズは、平成18年６月29日に

㈱ワウワウ・コミュニケーション

ズから商号を変更しております。

また、㈱ＣＳ－ＷＯＷＯＷは平成

19年３月16日をもって清算結了し

たため、連結の範囲から除いてお

ります。

(2）非連結子会社 ㈱ワウワウ・ミュージック・イン

の１社であります。

なお、この非連結子会社は総資産、

売上高、四半期純損益及び利益剰

余金等のいずれの観点からみても

それぞれ小規模であり、全体とし

ても四半期連結財務諸表に重要な

影響を及ぼしておりません。

 同左 ㈱ワウワウ・ミュージック・イン

の１社であります。

なお、この非連結子会社は総資産、

売上高、当期純損益及び利益剰余

金等のいずれの観点からみてもそ

れぞれ小規模であり、全体として

も連結財務諸表に重要な影響を及

ぼしておりません。

２．持分法の適用に関する事項    

(1）持分法適用会社 ㈱放送衛星システムの１社であり

ます。

 同左  同左

(2）持分法非適用会社 上記１．(2）の非連結子会社１社

及び㈱ビーエス・コンディショナ

ルアクセスシステムズ、㈱メルサッ

ト、ＷＨＤエンタテインメント㈱

の３社であります。なお、これら

の持分法非適用会社は、四半期連

結純損益及び連結利益剰余金等に

及ぼす影響は軽微であり、かつ全

体としても重要性がないため、持

分法を適用しておりません。

　　　　　　　同左 上記１．(2）の非連結子会社１社

及び㈱ビーエス・コンディショナ

ルアクセスシステムズ、㈱メルサッ

ト、ＷＨＤエンタテインメント㈱

の３社であります。なお、これら

の持分法非適用会社は、連結純損

益及び連結利益剰余金等に及ぼす

影響は軽微であり、かつ全体とし

ても重要性がないため、持分法を

適用しておりません。

３．連結子会社の四半期決算日

（決算日）等に関する事項

連結子会社の四半期決算日は、四

半期連結決算日と一致しておりま

す。

同左 連結子会社の決算日は連結決算日

と一致しております。

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及

び評価方法

   

①　たな卸資産 番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。

番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。

（会計方針の変更）

自社制作番組に関する番組勘定に

ついては、従来、24ヶ月均等償却

しておりましたが、自社制作番組

は、外部環境の変化により、将来

の収益貢献度について不確定要素

がより強まっていることから、財

務の健全性を図るため、当四半期

連結会計期間から、初回放送時に

一括費用処理する方法に変更して

おります。これにより、従来の方

法と比較して、事業費のうち番組

費が506百万円増加し、営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期

純利益は同額減少しております。

番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。

 貯蔵品は、先入先出法に基づく原

価法によっております。

同左 同左
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前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

②　有価証券  その他有価証券 

 　時価のあるもの

     四半期連結決算日の市場価格

等に基づく時価法によってお

ります。（評価差額は、全部

純資産直入法により処理し、

売却原価は移動平均法により

算定） 

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

連結決算日の市場価格等に基

づく時価法によっております。

（評価差額は、全部純資産直

入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）

 時価のないもの

移動平均法に基づく原価法に

よっております。

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左

(2）重要な減価償却資産の減

価償却の方法

   

①　有形固定資産 放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

 放送衛星 10年

建物及び構築物 ３～50年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

放送衛星 10年

建物及び構築物 ３～50年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

（会計方針の変更） 

当四半期連結会計期間から、法人

税法の改正に伴い、平成19年４月

１日以降取得の有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に規定

する償却方法に、変更しておりま

す。これにより、従来の方法と比

較して、減価償却費は15百万円増

加し、営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益は同額減

少しております。

（追加情報）

当四半期連結会計期間から、法人

税法の改正に伴い、従前より所有

している有形固定資産の残存価額

については、５年間の均等償却を

行う方法を採用しております。こ

れにより、従来の方法と比較して、

減価償却費は28百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は同額減少してお

ります。

放送衛星 10年

建物及び構築物 ３～50年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

②　無形固定資産 映画は定率法、その他は定額法に

よっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

同左

 

同左

 

 映画 ２年 

自社利用のソフト

ウェア
５年 

その他 ５～20年 
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前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

(3）重要な引当金の計上基準    

①　貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性

を検討し、回収不能見込額を計上

しております。

同左 同左

②　賞与引当金 従業員の賞与の支払に備えて支給

見込額のうち当四半期連結会計期

間の負担額を計上しております。

同左 従業員の賞与の支払に備えて支給

見込額のうち当連結会計年度の負

担額を計上しております。

③　退職給付引当金 従業員の退職給付に備えて、四半

期末自己都合要支給額を計上して

おります。

同左 従業員の退職給付に備えて、期末

自己都合要支給額を計上しており

ます。

④　役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えて

役員退職慰労金規程に基づく四半

期末要支給額を計上しております。

同左 役員の退職慰労金の支払に備えて

役員退職慰労金規程に基づく期末

要支給額を計上しております。

(4）重要な外貨建の資産又は

負債の本邦通貨への換算

の基準

外貨建金銭債権債務は、四半期連

結決算日の直物為替相場により円

貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。

同左 外貨建金銭債権債務は、連結決算

日の直物為替相場により円貨に換

算し、換算差額は損益として処理

しております。

(5）重要なリース取引の処理

方法

リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

(6）重要なヘッジ会計の方法    

①　ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によっております。

また、為替予約等が付されている

外貨建金銭債権債務については、

振当処理を行っております。

同左 同左

②　ヘッジ手段とヘッジ対

象

ヘッジ手段 デリバティブ取引（為

替予約取引等）

ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務

同左 同左

③　ヘッジ方針 為替リスクのあるものについては、

為替予約等により、為替リスクを

ヘッジすることを基本としており

ます。

同左 同左

④　ヘッジの有効性評価の

方法

各取引ごとにヘッジの有効性の評

価を行うことを原則としておりま

すが、高い有効性があるとみなさ

れる場合には、有効性の評価を省

略しております。

同左 同左

⑤　その他リスク管理方法

のうちヘッジ会計に係

るもの

取引の実行及び管理は「経理規程」

に従い、担当役員の承認を得て資

金担当部門にて行っております。

同左 同左

(7）その他四半期連結財務諸

表（連結財務諸表）作成

のための基本となる重要

な事項

   

消費税等の会計処理 税抜方式によっております。 同左 同左
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前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

５　四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書（連結キャッ

シュ・フロー計算書）にお

ける資金範囲

四半期連結キャッシュ・フロー計

算書上の現金及び現金同等物には、

手許現金及び要求払預金のほか、

取得日から３ヶ月以内に満期の到

来する流動性の高い、容易に換金

可能であり、かつ、価値の変動に

ついて僅少なリスクしか負わない

短期投資を計上しております。

同左 連結キャッシュ・フロー計算書上

の現金及び現金同等物には、手許

現金及び要求払預金のほか、取得

日から３ヶ月以内に満期の到来す

る流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動につい

て僅少なリスクしか負わない短期

投資を計上しております。

（会計処理の変更）

前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計

基準）

　当四半期連結会計期間から「貸借対照表の純

資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計

基準第５号　平成17年12月９日）及び「貸借対

照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の

適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平

成17年12月９日）を適用しております。

　これまでの資本の部の合計に相当する金額は

13,169百万円であります。なお、当四半期連結

会計期間における四半期連結貸借対照表の純資

産の部については、中間連結財務諸表規則の改

正に伴い、改正後の中間連結財務諸表規則によ

り作成しております。

───── （貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計

基準）

　当連結会計年度から「貸借対照表の純資産の

部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第

５号　平成17年12月９日）及び「貸借対照表の

純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指

針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17年

12月９日）を適用しております。

　これまでの資本の部の合計に相当する金額は

13,488百万円であります。なお、当連結会計年

度における連結貸借対照表の純資産の部につい

ては、連結財務諸表規則の改正に伴い、改正後

の連結財務諸表規則により作成しております。
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(5）注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

項目
前第３四半期連結会計期間末

（平成18年12月31日）
当第３四半期連結会計期間末

（平成19年12月31日）
前連結会計年度末

（平成19年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償

却累計額

13,297百万円 11,697百万円 13,728百万円

※２　担保資産    

(1）担保に供している資

産

建物 1,775百万円

機械及び装置 1,628

工具器具備品 325

      ───── 建物 1,735百万円

機械及び装置 1,511

工具器具備品 353

 なお、上記の他、放送衛星

（BSAT-1a）の保険金請求権に対し、

質権設定しております。

なお、上記の他、放送衛星

（BSAT-1a）の保険金請求権に対し、

質権設定しております。

(2）上記に対応する債務

額

１年以内返済予

定の長期借入金

2,600百万円

  

    　─────

 

１年以内返済予

定の長期借入金

2,100百万円

３　保証債務

 

金融機関からの借入金に対する保証

債務

関係会社

金融機関からの借入金に対する保証

債務

関係会社

金融機関からの借入金に対する保証

債務

関係会社

 ㈱放送衛星シス

テム

1,839百万円 ㈱放送衛星シス

テム

1,126百万円 ㈱放送衛星シス

テム

1,739百万円

（四半期連結損益計算書関係）

 
前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

※１　販売費及び一般管理費

のうち主要なもの

広告宣伝費 3,452百万円

代理店手数料 4,222

人件費 4,378

賞与引当金繰入額 55

退職給付費用 75

役員退職慰労引当

金繰入額
59

貸倒引当金繰入額 43

広告宣伝費 3,625百万円

代理店手数料 4,129

人件費 4,119

賞与引当金繰入額 51

退職給付費用 114

役員退職慰労引当

金繰入額
32

貸倒引当金繰入額 73

広告宣伝費 4,394百万円

代理店手数料 5,698

人件費 5,895

賞与引当金繰入額 85

退職給付費用 100

役員退職慰労引当

金繰入額
85

貸倒引当金繰入額 47

※２　固定資産除却損の内訳 機械及び装置 9百万円

建物及び構築物 33

工具器具備品  1

ソフトウェア 14

計 59

機械及び装置 16百万円

建物及び構築物 22

工具器具備品 5

計 44

機械及び装置 14百万円

建物及び構築物 33

工具器具備品 4

ソフトウェア 14

計 66
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前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

※３．減損損失   当社グループは、全体として放送

事業を行っており、当社グループが

行う事業に係る全ての設備を一つの

資産グループとしております。 

　放送事業に係る設備のうち、東経

110度CSデジタル放送設備について

は、当四半期連結会計期間に東経110

度CSデジタル放送事業からの撤退を

決定いたしましたので、当該資産の

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

減損損失（75百万円）として計上い

たしました。その内訳は、機械及び

装置75百万円です。

場所 用途 種類

設備委託
先
（東京都
品川区）

東経110
度CSデジ
タル放送
設備

機械及び
装置

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

　当社グループは、全体として放送

事業を行っており、当社グループが

行う事業に係る全ての設備を一つの

資産グループとしております。 

　放送事業に係る設備のうち、BSア

ナログ放送に使用している衛星

（BSAT-1b）については、当四半期

連結会計期間に後継機（BSAT-3a）

が打ち上げられたため、当該資産の

帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

減損損失（269百万円）として計上

いたしました。その内訳は、放送衛

星269百万円です。

場所 用途 種類

東経110度

上空 

BSアナロ

グ放送衛

星

放送衛

星

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

  当社グループは、全体として放送

事業を行っており、当社グループが

行う事業に係る全ての設備を一つの

資産グループとしております。 

　放送事業に係る設備のうち、東経

110度CSデジタル放送設備について

は、当連結会計年度に東経110度CS

デジタル放送事業からの撤退を決定

いたしましたので、当該資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、減

損損失（75百万円）として計上いた

しました。その内訳は、機械及び装

置75百万円です。

場所 用途 種類

設備委託
先
（東京都
品川区）

東経110
度CSデジ
タル放送
設備

機械及び
装置

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

　また、連結子会社である㈱ＷＯＷ

ＯＷコミュニケーションズにおいて

2005年２月１日に旧㈱イーテレサー

ビスとの合併時に計上していたのれ

んにつきましては、これまで均等償

却を実施してまいりましたが、派遣

事業の譲渡を決定いたしましたので、

当該資産の帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、減損損失（40百万円）

として計上いたしました。

場所 用途 種類

業務委託先

(東京都港区)

派遣サー

ビス
のれん

　なお、上記のれんの回収可能価額

は正味売却価額によっております。

 ※４．貸倒引当金繰入額 　ソフトウェア開発委託先への長期

未収入金に対する貸倒引当金繰入額

であります。 

───── 　ソフトウェア開発委託先への長期

未収入金に対する貸倒引当金繰入額

であります。 

 ※５．事業撤退損 　東経110度CSデジタル放送サービ

ス契約及び同放送設備管理・監視等

委託業務契約解除等による損失であ

ります。   

───── 　東経110度CSデジタル放送サービ

ス契約及び同放送設備管理・監視等

委託業務契約解除等による損失であ

ります。   

㈱ＷＯＷＯＷ（4839）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 18 －



（四半期連結株主資本等変動計算書関係）

前第３四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株
式数（株）

当四半期連結会計期
間増加株式数（株）

当四半期連結会計期
間減少株式数（株）

当四半期連結会計期
間末株式数（株）

発行済株式

普通株式 144,222 － － 144,222

合計 144,222 － － 144,222

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年６月27日

定時株主総会
普通株式 432 3,000  平成18年３月31日  平成18年６月28日

当第３四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株
式数（株）

当四半期連結会計期
間増加株式数（株）

当四半期連結会計期
間減少株式数（株）

当四半期連結会計期
間末株式数（株）

発行済株式

普通株式 144,222 － － 144,222

合計 144,222 － － 144,222

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月15日

取締役会
普通株式 288 2,000  平成19年３月31日  平成19年６月27日
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前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

前連結会計年度末株
式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式

普通株式 144,222 － － 144,222

合計 144,222 － － 144,222

自己株式

普通株式 － － － －

合計 － － － －

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

平成18年６月27日

定時株主総会
普通株式 432 3,000 平成18年３月31日 平成18年６月28日

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成19年５月15日

取締役会
普通株式 288  利益剰余金 2,000 平成19年３月31日 平成19年６月27日

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 
前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．現金及び現金同等物の四半

期末（期末）残高と四半期

連結貸借対照表（連結貸借

対照表）に掲記されている

科目の金額との関係

１．現金及び現金同等物の期末残

高（7,146百万円）と現金及び

預金勘定は、一致しておりま

す。

１．現金及び現金同等物の期末残

高（6,706百万円）と現金及び

預金勘定は、一致しておりま

す。

１．現金及び現金同等物の期末残

高（6,846百万円）と現金及び

預金勘定は、一致しておりま

す。
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（リース取引関係）

前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び期末残高相当額

 

取得価額

相当額

(百万円)

減価償却

累計額相

当額

(百万円)

減損損失

累計額相

当額

(百万円)

四半期末

残高相当

額

(百万円)

機械及び

装置
1,784 1,196 29 558

有形固定

資産その

他

111 50 － 61

ソフト

ウェア
11 10 － 0

合計 1,907 1,257 29 620

 

取得価額相

当額

(百万円)

減価償却累

計額相当額

(百万円)

四半期末残

高相当額

(百万円)

機械及び

装置
110 90 19

有形固定

資産その

他

113 63 50

ソフト

ウェア
4 0 3

合計 229 155 74

 

取得価額

相当額

(百万円)

減価償却

累計額相

当額

(百万円)

減損損失

累計額相

当額

(百万円)

期末残高

相当額

(百万円)

機械及び

装置
1,717 1,230 － 486

有形固定

資産その

他

114 43 － 70

ソフト

ウェア
4 0 － 4

合計 1,836 1,274 － 561

(2）未経過リース料四半期末残高相当額及び

リース資産減損勘定残高

(2）未経過リース料四半期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額及びリー

ス資産減損勘定残高

１年以内 506百万円

１年超 132百万円

合計 638百万円

リース資産減損勘定残高 3百万円

１年以内 44百万円

１年超 31百万円

合計 75百万円

１年以内 454百万円

１年超 126百万円

合計 581百万円

リース資産減損勘定残高 －

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 293百万円

リース資産減損勘定の取

崩額
11百万円

減価償却費相当額 243百万円

支払利息相当額 21百万円

支払リース料 189百万円

減価償却費相当額 166百万円

支払利息相当額 8百万円

支払リース料 383百万円

リース資産減損勘定の取

崩額
14百万円

減価償却費相当額 319百万円

支払利息相当額 26百万円

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

　　　　　同左

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

　　　　　同左

利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額

相当額の差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法に

よっております。

利息相当額の算定方法

　　　　　同左

利息相当額の算定方法

　　　　　同左

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年以内 7百万円

１年超 4百万円

合計 12百万円

１年以内 4百万円

１年超 ─

合計 4百万円

１年以内 10百万円

１年超 6百万円

合計 16百万円
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（有価証券関係）

Ⅰ　前四半期連結会計期間末（平成18年12月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

株式 741 467 △274

合計 741 467 △274

２．時価評価されていない有価証券

内容 四半期連結貸借対照表計上額（百万円）

その他有価証券  

非上場株式 239

子会社株式及び関連会社株式 4,031

合計 4,270

Ⅱ　当四半期連結会計期間末（平成19年12月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表計
上額（百万円）

差額（百万円）

株式 413 322 △91

合計 413 322 △91

２．時価評価されていない有価証券

内容 四半期連結貸借対照表計上額（百万円）

その他有価証券  

非上場株式 232

子会社株式及び関連会社株式 4,222

合計 4,455

Ⅲ　前連結会計年度末（平成19年３月31日現在）

１．その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（百万円）
連結貸借対照表計上額

（百万円）
差額（百万円）

株式 741 444 △297

合計 741 444 △297

２．時価評価されていない有価証券

内容 連結貸借対照表計上額（百万円）

その他有価証券  

非上場株式 241

子会社株式及び関連会社株式 4,068

合計 4,309
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（デリバティブ取引関係）

前四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　ヘッジ会計を適用しているため、記載を省略しております。

当四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　ヘッジ会計を適用しているため、記載を省略しております。

前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　ヘッジ会計を適用しているため、記載を省略しております。

（セグメント情報）

１．事業の種類別セグメント情報

　放送事業に関するサービスを行う単一事業のため、前四半期連結会計期間、当四半期連結会計期間及び前連結会

計年度における事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

２．所在地別セグメント情報

　前四半期連結会計期間、当四半期連結会計期間及び前連結会計年度において、本国（日本）以外の国又は地域に

所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため記載しておりません。

３．海外売上高

　前四半期連結会計期間、当四半期連結会計期間及び前連結会計年度において、海外売上高がないため記載してお

りません。

（１株当たり情報）

 
前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１株当たり純資産額 94,240.41円 127,662.65円 96,061.51円

１株当たり四半期（当期）純

利益
11,638.19円 32,685.37円 14,009.87円

潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益については、潜在株式が存在し

ないため、記載しておりません。

同左 潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

 １株当たり四半期純利益の算定上の

基礎は、以下の通りであります。

同左 １株当たり当期純利益の算定上の基

礎は、以下の通りであります。

 四半期純利益 1,678百万円

普通株式に係る四半

期純利益

1,678百万円

普通株式の期中平均

株式数

144,222株

四半期純利益 4,713百万円

普通株式に係る四半

期純利益

4,713百万円

普通株式の期中平均

株式数

144,222株

当期純利益 2,020百万円

普通株式に係る当期

純利益

2,020百万円

普通株式の期中平均

株式数

144,222株
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（重要な後発事象）

前四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　該当事項はありません。

当四半期連結会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　該当事項はありません。

前連結会計年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　該当事項はありません。

（業務サービス別営業収益）

 

前第３四半期連結会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期連結会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前連結会計年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

有料放送収入 42,947 86.4 44,062 90.5 57,610 86.9

　加入料収入 262 0.5 197 0.4 374 0.6

　視聴料収入 42,684 85.9 43,865 90.1 57,236 86.3

その他収入 6,737 13.6 4,621 9.5 8,685 13.1

合計 49,684 100.0 48,684 100.0 66,296 100.0
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５．四半期個別財務諸表

(1）四半期貸借対照表

科目

前第３四半期会計期間末
平成18年12月31日現在

当第３四半期会計期間末
平成19年12月31日現在

前事業年度
要約貸借対照表

平成19年３月31日現在

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）        

Ⅰ　流動資産        

１．現金及び預金  4,742  4,225  4,302  

２．売掛金  1,967  2,081  1,788  

３．番組勘定  11,448  14,816  10,741  

４．貯蔵品  407  214  330  

５．その他  940  794  905  

貸倒引当金  △82  △78  △60  

流動資産合計  19,423 55.0 22,054 58.9 18,008 54.0

Ⅱ　固定資産        

１．有形固定資産 ※1,2       

(1）放送衛星  664  0  518  

(2）建物  1,901  1,717  1,856  

(3）構築物  23  20  22  

(4）機械及び装置  1,637  2,088  1,519  

(5）その他  551  513  574  

有形固定資産合計  4,778 13.5 4,339 11.6 4,491 13.5

２．無形固定資産        

(1）借地権  5,011  5,011  5,011  

(2）ソフトウェア  753  1,099  774  

(3）その他  50  41  48  

無形固定資産合計  5,815 16.5 6,152 16.4 5,834 17.5

３．投資その他の資産        

(1）投資有価証券  703  554  685  

(2）関係会社株式  4,089  3,856  3,856  

(3）関係会社長期貸付金  925  －  －  

(4）その他  1,238  1,245  1,196  

貸倒引当金  △1,653  △735  △735  

投資その他の資産合計  5,303 15.0 4,921 13.1 5,002 15.0

固定資産合計  15,897 45.0 15,413 41.1 15,328 46.0

資産合計  35,320 100.0 37,467 100.0 33,337 100.0
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科目

前第３四半期会計期間末
平成18年12月31日現在

当第３四半期会計期間末
平成19年12月31日現在

前事業年度
要約貸借対照表

平成19年３月31日現在

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

（負債の部）        

Ⅰ　流動負債        

１．買掛金  7,143  10,863  6,646  

２．１年以内返済予定の長期借入金 ※２ 2,600  －  2,100  

３．未払費用  3,214  2,968  2,938  

４．前受収益  7,477  5,704  7,216  

５．賞与引当金  31  28  61  

６．その他 ※３ 1,692  1,049  1,314  

流動負債合計  22,158 62.7 20,614 55.0 20,277 60.8

Ⅱ　固定負債        

１．長期未払金  187  －  106  

２．退職給付引当金  824  904  841  

３．役員退職慰労引当金  216  108  230  

４．その他  170  107  110  

固定負債合計  1,397 4.0 1,120 3.0 1,288 3.9

負債合計  23,556 66.7 21,735 58.0 21,566 64.7

        

（純資産の部）        

Ⅰ　株主資本        

１．資本金  5,000 14.2 5,000 13.4 5,000 15.0

２．資本剰余金        

(1）資本準備金  2,601  2,601 6.9 2,601  

 （2) その他資本剰余金  136  136 0.4 136  

資本剰余金合計  2,738 7.7 2,738 7.3 2,738 8.2

３．利益剰余金        

(1）その他利益剰余金        

別途積立金  1,700 4.8 2,600 6.9 1,700  

繰越利益剰余金  2,178 6.2 5,193 13.9 2,264  

利益剰余金合計  3,878 11.0 7,793 20.8 3,964 11.9

株主資本合計  11,616 32.9 15,532 41.5 11,703 35.1

Ⅱ　評価・換算差額等        

１．その他有価証券評価差額金  △274 △0.8 △91 △0.2 △297 △0.9

２．繰延ヘッジ損益  421 1.2 291 0.7 365 1.1

評価・換算差額等合計  147 0.4 200 0.5 68 0.2

純資産合計  11,763 33.3 15,732 42.0 11,771 35.3

負債純資産合計  35,320 100.0 37,467 100.0 33,337 100.0

        

㈱ＷＯＷＯＷ（4839）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 26 －



(2）四半期損益計算書

科目

前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
要約損益計算書

自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　営業収益  46,002 100.0 45,778 100.0 61,531 100.0

Ⅱ　営業費用        

１．事業費  27,529 59.8 25,166 55.0 37,022 60.2

２．販売費及び一般管理費  16,686 36.3 16,266 35.5 22,614 36.7

営業費用合計  44,215 96.1 41,432 90.5 59,637 96.9

営業利益  1,787 3.9 4,346 9.5 1,894 3.1

Ⅲ　営業外収益        

１．受取利息  84  57  108  

２．為替差益  567  349  792  

３．その他  32  36  44  

営業外収益合計  684 1.5 443 0.9 945 1.5

Ⅳ　営業外費用        

１．支払利息  45  16  59  

２．支払手数料  11  3  15  

３．その他  3  0  5  

営業外費用合計  60 0.1 20 0.0 80 0.1

経常利益  2,411 5.3 4,769 10.4 2,759 4.5

Ⅴ　特別損失
※2,3,
　4,5

1,274 2.8 644 1.4 1,532 2.5

税引前四半期（当期）純利益  1,137 2.5 4,124 9.0 1,227 2.0

法人税、住民税及び事業税  9 0.0 7 0.0 12 0.0

四半期（当期）純利益  1,127 2.5 4,117 9.0 1,214 2.0

㈱ＷＯＷＯＷ（4839）平成 20 年３月期　第３四半期財務・業績の概況

－ 27 －



(3）四半期株主資本等変動計算書

前四半期会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

平成18年３月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 1,000 2,182 3,182 10,921

当四半期中の変動額

別途積立金の積立て（注） － － － － 700 △700 － －

剰余金の配当（注） － － － － － △432 △432 △432

四半期純利益 － － － － － 1,127 1,127 1,127

株主資本以外の項目の当四半期

中の変動額（純額）
－ － － － － － － －

当四半期中の変動額合計（百万円） － － － － 700 △4 695 695

平成18年12月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 1,700 2,178 3,878 11,616

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額
金

繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

平成18年３月31日残高（百万円） △197 － △197 10,723

当四半期中の変動額

別途積立金の積立て（注） － － － －

剰余金の配当（注） － － － △432

四半期純利益 － － － 1,127

株主資本以外の項目の当四半期

中の変動額（純額）
△76 421 344 344

当四半期中の変動額合計（百万円） △76 421 344 1,040

平成18年12月31日残高（百万円） △274 421 147 11,763

（注）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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当四半期会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

平成19年３月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 1,700 2,264 3,964 11,703

当四半期中の変動額

別途積立金の積立て － － － － 900 △900 － －

剰余金の配当 － － － － － △288 △288 △288

四半期純利益 － － － － － 4,117 4,117 4,117

株主資本以外の項目の当四半期

中の変動額（純額）
－ － － － － － － －

当四半期中の変動額合計（百万円） － － － － 900 2,929 3,829 3,829

平成19年12月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 2,600 5,193 7,793 15,532

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額
金

繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

平成19年３月31日残高（百万円） △297 365 68 11,771

当四半期中の変動額

別途積立金の積立て － － － －

剰余金の配当 － － － △288

四半期純利益 － － － 4,117

株主資本以外の項目の当四半期

中の変動額（純額）
206 △74 132 132

当四半期中の変動額合計（百万円） 206 △74 132 3,961

平成19年12月31日残高（百万円） △91 291 200 15,732
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前事業年度の要約株主資本等変動計算書（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

別途積立金
繰越利益剰
余金

平成18年３月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 1,000 2,182 3,182 10,921

事業年度中の変動額

別途積立金の積立て（注） － － － － 700 △700 － －

剰余金の配当（注） － － － － － △432 △432 △432

当期純利益 － － － － － 1,214 1,214 1,214

株主資本以外の項目の事業年度

中の変動額（純額）
－ － － － － － － －

事業年度中の変動額合計（百万円） － － － － 700 81 781 781

平成19年３月31日残高（百万円） 5,000 2,601 136 2,738 1,700 2,264 3,964 11,703

評価・換算差額等

純資産合計
その他有価証券評価差額
金

繰延ヘッジ損益 評価・換算差額等合計

平成18年３月31日残高（百万円） △197 － △197 10,723

事業年度中の変動額

別途積立金の積立て（注） － － － －

剰余金の配当（注） － － － △432

当期純利益 － － － 1,214

株主資本以外の項目の事業年度

中の変動額（純額）
△100 365 265 265

事業年度中の変動額合計（百万円） △100 365 265 1,047

平成19年３月31日残高（百万円） △297 365 68 11,771

（注）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。
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四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項

 
前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．資産の評価基準及び評価方

法

   

(1）たな卸資産 番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。

番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。 

（会計方針の変更）

自社制作番組に関する番組勘定に

ついては、従来、24ヶ月均等償却

しておりましたが、自社制作番組

は、外部環境の変化により、将来

の収益貢献度について不確定要素

がより強まっていることから、財

務の健全性を図るため、当四半期

会計期間から、初回放送時に一括

費用処理する方法に変更しており

ます。これにより、従来の方法と

比較して、事業費のうち番組費が

506百万円増加し、営業利益、経常

利益及び税引前四半期純利益は同

額減少しております。

番組勘定は、個別法に基づく原価

法によっております。 

  貯蔵品は、先入先出法に基づく原

価法によっております。

同左 同左 

(2）有価証券 子会社株式及び関連会社株式

移動平均法による原価法によっ

ております。

子会社株式及び関連会社株式

同左

子会社株式及び関連会社株式

同左

 その他有価証券

時価のあるもの

　　四半期決算日の市場価格等に

基づく時価法によっております。

（評価差額は、全部純資産直入

法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）  

その他有価証券

時価のあるもの

同左

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく

時価法によっております。（評

価差額は、全部純資産直入法

により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）

 時価のないもの

移動平均法に基づく原価法に

よっております。

時価のないもの

同左

時価のないもの

同左
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前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

２．固定資産の減価償却の方法    

(1）有形固定資産 放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

放送衛星、機械及び装置は定額法、

その他は定率法によっております。

ただし、平成10年４月１日以降取

得の建物（建物附属設備は除く）

は定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

 放送衛星 10年

建物 ３～50年

構築物 10～25年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

放送衛星 10年

建物 ３～50年

構築物 10～25年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

（会計方針の変更） 

当四半期会計期間から、法人税法

の改正に伴い、平成19年４月１日

以降取得の有形固定資産について

は、改正後の法人税法に規定する

償却方法に、変更しております。

これにより、従来の方法と比較し

て、減価償却費は12百万円増加し、

営業利益、経常利益及び税引前四

半期純利益は同額減少しておりま

す。

（追加情報）

当四半期会計期間から、法人税法

の改正に伴い、従前より所有して

いる有形固定資産の残存価額につ

いては、５年間の均等償却を行う

方法を採用しております。これに

より、従来の方法と比較して、減

価償却費は28百万円増加し、営業

利益、経常利益及び税引前四半期

純利益は同額減少しております。

放送衛星 10年

建物 ３～50年

構築物 10～25年

機械及び装置 ２～６年

その他 ３～20年

(2）無形固定資産 映画は定率法、その他は定額法に

よっております。

なお、主な耐用年数は以下の通り

であります。

同左 同左

 映画 ２年

自社利用のソフトウェア ５年

その他 20年
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前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

３．引当金の計上基準    

(1）貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性

を検討し、回収不能見込額を計上

しております。

同左 同左

(2）賞与引当金 従業員の賞与の支払に備えて支給

見込額のうち当四半期の負担額を

計上しております。

同左 従業員の賞与の支払に備えて支給

見込額のうち当事業年度の負担額

を計上しております。

(3）退職給付引当金 従業員の退職給付に備えて、四半

期末自己都合要支給額を計上して

おります。

同左 従業員の退職給付に備えて、期末

自己都合要支給額を計上しており

ます。

(4）役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支払に備えて

役員退職慰労金規程に基づく四半

期末要支給額を計上しております。

同左 役員の退職慰労金の支払に備えて

役員退職慰労金規程に基づく期末

要支給額を計上しております。

４．外貨建の資産又は負債の本

邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、四半期決

算日の直物為替相場により円貨に

換算し、換算差額は損益として処

理しております。

同左 外貨建金銭債権債務は、決算日の

直物為替相場により円貨に換算し、

換算差額は損益として処理してお

ります。

５．リース取引の処理方法 リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

同左 同左

６．ヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

 

繰延ヘッジ処理によっております。

また、為替予約等が付されている

外貨建金銭債権債務については、

振当処理を行っております。

 

同左

 

同左

②　ヘッジ手段とヘッジ対

象

ヘッジ手段 デリバティブ取引（為

替予約取引等）

ヘッジ対象 外貨建金銭債権債務

同左 同左

③　ヘッジ方針 為替リスクのあるものについては、

為替予約等により、為替リスクを

ヘッジすることを基本としており

ます。

同左 同左

④　ヘッジの有効性評価の

方法

各取引ごとにヘッジの有効性の評

価を行うことを原則としておりま

すが、高い有効性があるとみなさ

れる場合には、有効性の評価を省

略しております。

同左 同左

⑤　その他リスク管理方法

のうちヘッジ会計に係

るもの

取引の実行及び管理は「経理規程」

に従い、担当役員の承認を得て資

金担当部門にて行っております。

同左 同左

７．その他四半期財務諸表（財

務諸表）作成のための基本

となる重要な事項

   

消費税等の会計処理 税抜方式によっております。 同左  同左
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（会計処理の変更）

前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計

基準）

　当四半期会計期間から「貸借対照表の純資産

の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準

第５号　平成17年12月９日）及び「貸借対照表

の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用

指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17

年12月９日）を適用しております。

　これまでの資本の部の合計に相当する金額は

11,342百万円であります。なお、当四半期会計

期間における四半期貸借対照表の純資産の部に

ついては、中間財務諸表等規則の改正に伴い、

改正後の中間財務諸表等規則により作成してお

ります。

 　　　　　　　─────

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計

基準）

　当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の

表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号

　平成17年12月９日）及び「貸借対照表の純資

産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」

（企業会計基準適用指針第８号　平成17年12月

９日）を適用しております。

　これまでの資本の部の合計に相当する金額は

11,405百万円であります。なお、当事業年度に

おける貸借対照表の純資産の部については、財

務諸表等規則の改正に伴い、改正後の財務諸表

等規則により作成しております。
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(4）注記事項

（四半期貸借対照表関係）

 
前第３四半期会計期間末
平成18年12月31日現在

当第３四半期会計期間末
平成19年12月31日現在

前事業年度末
平成19年３月31日現在

※１．有形固定資産の減価償

却累計額

 12,549百万円  10,633百万円  12,878百万円

※２．担保資産

(1）担保に供している資

産

建物 1,775百万円

機械及び装置 1,628

工具器具備品 325

 

───── 建物 1,735百万円

機械及び装置 1,511

工具器具備品 353

 なお、上記の他、放送衛星

（BSAT-1a）の保険金請求権に対し、

質権設定しております。

なお、上記の他、放送衛星

（BSAT-1a）の保険金請求権に対し、

質権設定しております。

(2）上記に対応する債務

額

１年以内返済予

定の長期借入金

2,600百万円

  

───── １年以内返済予

定の長期借入金

2,100百万円

※３．消費税等の取扱い 仮払消費税等及び仮受消費税等は相

殺し、流動負債のその他で表示して

おります。

同左 ─────

４．保証債務 金融機関からの借入金に対する保証

債務

金融機関からの借入金に対する保証

債務

金融機関からの借入金に対する保証

債務

 関係会社  

㈱放送衛星シス

テム

1,839百万円

関係会社  

㈱放送衛星シス

テム

1,126百万円

関係会社  

㈱放送衛星シス

テム

1,739百万円 
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（四半期損益計算書関係）

 
前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．減価償却実施額 有形固定資産 1,128百万円

無形固定資産 57

有形固定資産 1,141百万円

無形固定資産 55

有形固定資産 1,539百万円

無形固定資産 73

※２．特別損失の内訳 固定資産除却損 58百万円

投資有価証券評価損 38

減損損失 75

貸倒引当金繰入額 735

事業撤退損 366

固定資産除却損 38百万円

投資有価証券評価損  337

減損損失 269

固定資産除却損 63百万円

子会社株式評価損 233

投資有価証券評価損 58

減損損失 75

貸倒引当金繰入額 735

事業撤退損 366

※３．減損損失 　当社は、全体として放送事業を

行っており、当社が行う事業に係る

全ての設備を一つの資産グループと

しております。 

　放送事業に係る設備のうち、東経

110度CSデジタル放送設備について

は、当四半期会計期間に東経110度

CSデジタル放送事業からの撤退を決

定いたしましたので、当該資産の帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、

減損損失（75百万円）として計上い

たしました。その内訳は、機械及び

装置75百万円です。

場所 用途 種類

設備委託
先
（東京都
品川区）

東経110
度CSデジ
タル放送
設備

機械及び
装置

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

　当社は、全体として放送事業を

行っており、当社が行う事業に係る

全ての設備を一つの資産グループと

しております。

　放送事業に係る設備のうち、BSア

ナログ放送に使用している衛星

（BSAT-1b）については、当四半期

会計期間に後継機（BSAT-3a）が打

ち上げられたため、当該資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、減

損損失（269百万円）として計上い

たしました。その内訳は、放送衛星

269百万円です。

場所 用途 種類

東経110度

上空 

BSアナ

ログ放

送衛星

放送

衛星

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

  当社は、全体として放送事業を

行っており、当社が行う事業に係る

全ての設備を一つの資産グループと

しております。 

　放送事業に係る設備のうち、東経

110度ＣＳデジタル放送設備につい

ては、当事業年度に東経110度ＣＳ

デジタル放送事業からの撤退を決定

いたしましたので、当該資産の帳簿

価額を回収可能価額まで減額し、減

損損失（75百万円）として計上いた

しました。その内訳は、機械及び装

置75百万円です。

場所 用途 種類

設備委託
先
（東京都
品川区）

東経110
度CSデジ
タル放送
設備

機械及び
装置

　なお、上記設備の回収可能価額は

正味売却価額によっておりますが、

有償での売却可能性は無いものと評

価しております。

 ※４．貸倒引当金繰入額  ソフトウェア開発委託先への長期

未収入金に対する貸倒引当金繰入額

であります。 

───── 　ソフトウェア開発委託先への長期

未収入金に対する貸倒引当金繰入額

であります。 

 ※５．事業撤退損 　東経110度ＣＳデジタル放送サー

ビス契約及び同放送設備管理・監視

等委託業務契約解除等による損失で

あります。   

───── 　東経110度ＣＳデジタル放送サー

ビス契約及び同放送設備管理・監視

等委託業務契約解除等による損失で

あります。   

（四半期株主資本等変動計算書関係）

前第３四半期会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。

当第３四半期会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

自己株式数の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。
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（リース取引関係）

前第３四半期会計期間
自　平成18年４月１日
至　平成18年12月31日

当第３四半期会計期間
自　平成19年４月１日
至　平成19年12月31日

前事業年度
自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

１．リース物件の所有権が借主に移転すると認

められるもの以外のファイナンス・リース

取引

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額及び四半期末残高相当額

(1）リース物件の取得価額相当額、減価償却

累計額相当額、減損損失累計額相当額及

び期末残高相当額

 

取得価額

相当額

(百万円)

減価償却

累計額相

当額

(百万円)

減損損失

累計額相

当額

(百万円)

四半期末

残高相当

額

(百万円)

機械及び

装置
1,784 1,196 29 558

有形固定

資産その

他

98 37 － 60

ソフト

ウェア
－ － － －

合計 1,883 1,234 29 619

 

取得価額

相当額

(百万円)

減価償却

累計額相

当額

(百万円)

四半期末

残高相当

額

(百万円)

機械及び

装置
110 90 19

有形固定

資産その

他

113 63 50

ソフト

ウェア
4 0 3

合計 229 155 74

 

取得価額

相当額

(百万円)

減価償却

累計額相

当額

(百万円)

減損損失

累計額相

当額

(百万円)

期末残高

相当額

(百万円)

機械及び

装置
1,717 1,230 － 486

有形固定

資産その

他

114 43 － 70

ソフト

ウェア
4 0 － 4

合計 1,836 1,274 － 561

(2）未経過リース料四半期末残高相当額及び

リース資産減損勘定残高

(2）未経過リース料四半期末残高相当額 (2）未経過リース料期末残高相当額及びリー

ス資産減損勘定残高

１年以内 505百万円

１年超 132百万円

合計 637百万円

リース資産減損勘定残高 3百万円

１年以内 44百万円

１年超 31百万円

合計 75百万円

１年以内 454百万円

１年超 126百万円

合計 581百万円

リース資産減損勘定残高 －

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

(3）支払リース料、減価償却費相当額及び支

払利息相当額

(3）支払リース料、リース資産減損勘定の取

崩額、減価償却費相当額及び支払利息相

当額

支払リース料 269百万円

リース資産減損勘定の取

崩額
11百万円

減価償却費相当額 225百万円

支払利息相当額 20百万円

支払リース料 189百万円

減価償却費相当額 166百万円

支払利息相当額 8百万円

支払リース料 358百万円

リース資産減損勘定の取

崩額
14百万円

減価償却費相当額 300百万円

支払利息相当額 26百万円

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

同左

(4）減価償却費相当額及び利息相当額の算定

方法

減価償却費相当額の算定方法

同左

利息相当額の算定方法

リース料総額とリース物件の取得価額

相当額の差額を利息相当額とし、各期

への配分方法については、利息法に

よっております。

利息相当額の算定方法

同左

利息相当額の算定方法

同左

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

２．オペレーティング・リース取引

未経過リース料

１年以内 7百万円

１年超 4百万円

合計 12百万円

１年以内 4百万円

１年超 ─

合計 4百万円

１年以内 10百万円

１年超 6百万円

合計 16百万円
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（有価証券関係）

　前第３四半期会計期間末、当第３四半期会計期間末及び前事業年度末における子会社株式及び関連会社株式に時価

のあるものはありません。

（１株当たり情報）

　四半期連結財務諸表を作成しているため、記載は省略しております。

（重要な後発事象）

前第３四半期会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日）

　該当事項はありません。

当第３四半期会計期間（自　平成19年４月１日　至　平成19年12月31日）

　該当事項はありません。

前事業年度（自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日）

　該当事項はありません。
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